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近年，核家族の増加や近隣との希薄化などにより，子育ての経験や知恵を共有することが困難となっている。平成 19

年より厚生労働省は，子育て支援の拠点施設（地域子育て支援センター）を整備し，子育てを地域で支える取り組みに

大きな役割を果たしている。本研究は，地域子育て支援センター職員の，利用者との関わりの中で気になっていること，

および，利用者を支援していく上で課題や困難と感じていることを明らかにし，地域の子育て支援活動における専門職

の役割を考察することを目的とした。

Ａ県地域子育て支援センター職員を対象に調査した。同意を得た施設の 166名に自記式質問用紙を郵送し，回収し

た。自由記述内容を質的記述的に分析した。

職員が利用者との関わりの中で気になっていることは，『目の前の気になる親の姿』，『職員の行う支援』，『利用者と職

員の認識の違い』，『実際には見えない母子』であった。職員が支援を行う上で課題や困難と感じていることは，『組織

の意義・運営のあいまいさ』，『利用者の個々に応じた支援』，『職員の資質と就労環境』，『見えない母子へのアプロー

チ』であった。

これらの結果より，専門職者の役割は，来所しない親子への支援方法を職員とともに検討していくこと，職員のための

スキルアップ研修を開催していくこと，職員の持つ当事者性を尊重することではないかと示唆された。
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 1．はじめに

近年，地域では，核家族化や地域のつながりの希薄

化などにより，子育ての経験や知恵を共有することが困

難となっている。総人口に占める子どもの割合は年々低

値を示しており 1），諸外国と比較してみても，わが国が

最も低くなっている 2）。さらに，子育てに孤独感を抱える

保護者の増加 3），養育力の低下 4）など，さまざまな課題

の対応が求められている。

厚生労働省は，児童福祉法にもとづき，平成 19年よ

り地域子育て支援拠点事業として，各市町村において子

育て支援の拠点施設（地域子育て支援センター）を整備

した。これは，親子で交流できる集いの場として現代の

子育てに大きな役割を果たしている 5）。A県での地域子

育て支援拠点事業実施か所数（子育て支援交付金交付

決定ベース）を見ると，平成 20年の調査では 95か所で

あり，地域子育て支援センター1施設当たりの 0～5歳人

口は，少ない市町では 229人 /1施設，多い市町では

2196人 /1施設であった 6）。平成 26年度では 109か所と

事業実施か所数の増加が見られているが 7），この施設数

からは A県内のすべての子どもとその家族が気軽にサー

ビスを受けられる設置状況ではないと思われ，利用者，職

員ともに様々な困難や課題を抱えていることが考えられる。

先行研究においては，利用者を対象にしたニーズやス

トレスの調査は多く見られるが，職員を対象とした研究は

散見される程度であり，職員の抱える困難や課題などは

調査されていない。養育者の背景が様々であり子育て環

境が複雑化していることから 8），利用者のニーズは，従

来求められていた内容のみに留まらない可能性もあり，そ

れにともない職員の悩みも多様化していることが推察され

る。専門職が職員支援をすることは，多職種連携で子育

て支援活動を行うことにつながり，意義のあることと考え

る。

したがって，本調査よりA県地域子育て支援センター

職員の，利用者との関わりの中で気になっていること，お

よび，利用者を支援していく上で課題や困難と感じてい

ることを明らかにし，地域子育て支援活動における専門

職の役割を考察する。

2．方　　法

1）研究デザイン

地域子育て支援センター職員が，利用者を支援してい

く上での経験や思いを，本人によって記述された言葉を

使って解釈することが必要と考えたため，質的記述的研

究デザインを選択した。

2）研究協力者および調査方法

A県内の地域子育て支援センターに勤務している，研

究同意の得られた職員を対象とした。A県内の地域子育

て支援センターすべての施設に調査を依頼した。同意の

得られた施設の職員に，自記式質問用紙を郵送にて配

布・回収した。

自作の質問用紙を用い，データを収集した。主な質問

内容は，利用者との関わりの中で気になっていること，利

用者を支援していく上で課題や困難と感じていることとし，

自由に記述していただいた。また，年齢，性別，勤務形

態，勤続年数，専門資格についても質問した。

3）データ収集期間

平成 26年 12月～平成 27年 1月

4）分析方法

自由記述で得られたデータを，意味を理解するまで十

分繰り返し読み，データから含まれる意味を読みとり，1

つずつその意味を導き出しコード化した。作成されたす

べてのコードを互いに比較しながら，同じような特徴を

持ったコードをまとめていき，まとまったものにその特徴

を示す名前をつけ，サブカテゴリーを抽出した。各研究

協力者から得られたサブカテゴリーの特徴と共通性を吟

味し，カテゴリー，コアカテゴリーを抽出した。母性看護

学・小児看護学の専門家 5名で分析内容の信頼性を検

討した。
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6）倫理的配慮

調査実施にあたり，鈴鹿医療科学大学臨床研究倫理

審査委員会の承認を得た（承認番号 204）。

3．結　　果

1）研究協力者の背景

同意を得た 56か所の施設の 166名の職員に質問紙を

配布した結果，回答数は 124名，回収率は 74.7％であっ

た。すべて女性であった。職員の年齢は，ほぼ 35歳以

上の方で占めており，55～59歳が最も多かった。20代

は 3名であった。平均年齢は 50.4歳であった（図 1）。勤

務形態は，常勤が 53.2％，パートが 44.4％であった。勤

続年数は，5～9年の方が最も多く，平均勤続年数は 3.9

年であった（図 2）。専門資格については，保育士 108

名，幼稚園教諭 49名，看護師 4名であった。資格なし

の方は 6名であった（図 3）。地域子育て支援センター

は，35歳以上で保育士・幼稚園教諭免許を所有する方

が，業務を担っているという特徴があるといえる。

2）利用者との関わりの中で気になっていること

利用者との関わりの中で気になっていることの自由記

述において，105名の記述があった。230コードからサブ

カテゴリー36個が抽出された。36個の各サブカテゴリー

の特徴と共通性を吟味していく過程において，自由記述

の中に「目に見える現実に関する気がかり」と「見えな

い状況への気がかり」，「自身と利用者との関わりから生

じる気がかり」が含まれていることに注目した。そして，

これらが関連していることにもとづき抽象的・概念的にま

とめ上げ，10のカテゴリー，4つのコアカテゴリーを抽出

した（表 1）。4つのコアカテゴリーに分けて以下に述べ

る。利用者との関わりの中で気になっていることを構成す

るコアカテゴリーに『　』，カテゴリーに【　】，サブカテ

ゴリーに《　》，具体的な意味を象徴する研究協力者の

記述に「　」をつけて示す。

（1）『実際には見えない母子』

『実際には見えない母子』は，【利用者から見えてくる

社会状況の変化】，【利用しない親の支援】の 2つのカ

テゴリーで構成される。

研究協力者は，支援に関わりながら【利用者から見え

てくる社会状況の変化】を察知していた。

「親も一人っ子で，その人が第 1子を育てるので，小

さい子とのかかわりがない方が多く，こんなことも？と

思う子どもとのかかわり方を教えなくてはいけないこと

が多い。知らせたことを素直に取り入れ，子育てがス

図 1　職員の年齢  n=124

図 2　子育て支援センター勤続年数  n=124

図 3　専門資格について  n=124  複数回答
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ムーズになり，子ども自身の発達もぐっと伸びる事が多

く，やりがいを感じるが，センターに参加せず，家に

いる方はどうしているのだろうと心配になる。」

上述のように研究協力者は，利用者と関わることにより

《子どもの数が少ない》，《シングルマザーの増加》など，

子育てをとりまく社会状況を把握し，来所しない親子の

生活を懸念していた。

「支援センターにせっせと遊びに来てくれていた方が，

パタッと来なくなるとその後どうされているのだろうと気

になる（特にお母さんが不安定な方など）。」

このように，育児不安や精神不安を背景に，《支援セ

ンターに来れない人への支援》や，《急に来なくなった

人への支援》など，【利用しない親の支援】についても

関心を持っていた。

これらのことから研究協力者は，『実際には見えない母

子』を，支援の必要な存在としてとらえていることがわか

る。

（2）『目の前の気になる親の姿』

『目の前の気になる親の姿』は，【気になる母親の姿】，

【気になる親の育児】，【子どもを見ない母親の姿】，【利用

者のマナーやトラブル】の 4つのカテゴリーで構成される。

【気になる母親の姿】は，《身近な支援者がなく一人で

育児をする親》，《気軽に相談できない親》，《疲労の強

い母》，《笑わない母》，《自分のことを認めてほしい母》，

《自信のない親，思い悩む親》などで構成される。《自信

のない親，思い悩む親》を示す記述について，現代の

育児の特徴と思われる以下の記述があった。

「子育ての悩みをインターネットで調べ，ますます悩

む人がいる。ネットがすべてで，自分の子どもと向き

合うことをせず，人の助言を受け入れられない様子が

心配。」

表 1　利用者との関わりの中で気になっていること（自由記述）230コード
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このように，ネット社会という背景が育児に影響し，母

親の情緒面に表れているという記述内容が多い。

【気になる親の育児】は，《親の適切でない育児技術，

しつけのしかた》，《子との関わり方，遊び方がわからな

い親》，《戸外で遊ばせない親》，《親としての自覚の低さ》，

《親とのやりとりが少なく子どもの発達が遅れぎみ》など

で構成される。研究協力者はこのような状況に対し，子

育てや保育に関する知識と技術を活かし，主体的に支援

している様子がうかがえた。

【子どもを見ない母親の姿】は，《母親同士のおしゃべ

りに夢中で子どもを見ない母親の姿》，《子どもをみずに，

スマホを持つ母親の姿》で構成される。利用者に，親同

士の交流をしてもらいたい気持ちや，リラックスして過ご

してもらいたいという願いが研究協力者にはあるものの，

利用者の子どもを全面的に面倒見なければいけないとい

う状況に疑問を感じている様子がうかがえた。

【利用者のマナーやトラブル】は，《マナー，ルールが

守れない利用者》，《親同士，子ども同士の関係性のトラ

ブル》，《利用者のグループ化》で構成される。

「お子さんを勝手に遊ばせておいて見守ることもなく

他のお母さんと喋っていて自分のお子さんが他のお子

さんとトラブルを起こしていても全く気付かないお母さ

んがたくさんみえる。」

上述のとおり，利用者が場面を見ていないことにより，

さらなるトラブルを引き起こし，利用者同士の関係性が

悪化することもある。さらに，利用者同士の派閥という記

述もあり，研究協力者は，目に見える多くの気がかりを

抱えながら支援をしていることがわかる。

（3）『利用者と職員の認識の違い』

『利用者と職員の認識の違い』は，【親の求めるニー

ズ】，【利用者の認識とのギャップ】の 2つのカテゴリー

で構成される。

【親の求めるニーズ】の特徴的なものとして次のような

記述がある。

「近隣の市町の子育て支援施設を上手にわたり歩い

ている利用者さんも多く，情報を流してくれるのですが，

プレゼントなどで各施設を比べている人もいて，本来

のあり方はどうなんだろうと疑問に思う事もあります。」

「普段家でしていることでも，センターに来ると誰か

職員がしてくれると思うのか，頼まれることが多いよう

に思います。これは親が行っていく事，これは支援し

ていく事だと，その区別が難しい。」

これらの記述のように，《利用者の相談内容や要求の

多様化》，《親からみた，子育て支援センターと託児所の

区別のあいまさ》を感じながら支援をしていることがわか

る。

【利用者の認識とのギャップ】に関し，次のような記述

がある。

「あたりまえと思っている事でも（これだけメディアが

発達していて知識として知っていると思われる内容で

も）知らないことが多い。」

上述のように，育児に関する情報は膨大にあっても，利

用者の知識はないことを実感し，《利用者と職員の育児

に関する常識のギャップ》を感じている。また，次のよう

な記述もある。

「2人の子育てに疲れてセンターで上の子を遊ばせ

てあげたい方，初めての子育てで不安そうに赤ちゃん

を抱っこされている方，遠方からみえて知り合いがい

ないため，ママ友を探しに来られる方。その一方，ラ

インなどでお友達を集めて陣取ってしまう方，お友達

同士で子どもを預けて少しの時間外出をされてしまう方。

子育て支援センターの利用目的が様々で，利用される

方によりセンターの雰囲気が変わってしまうことが少し

気になります。」

上記の記述から，《親からみた子育て支援センターの

意義・目的》にギャップを感じていることがわかる。「利
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用者との関わりの中から，子育て支援とは何か，と考え

させられる」，といった記述も少なくなく，『利用者と職員

の認識の違い』に気がかりを感じていることがうかがえた。

（4）『職員の行う支援』

『職員の行う支援』は，【親とのかかわり方】，【職員の

支援の質】の 2つのカテゴリーで構成される。

【親とのかかわり方】は，《職員の対応が，利用者の

ニーズと合致しているか》，《すべての利用者に平等に，

丁寧に関われているか》などで構成され，利用者の満足

度が向上する関わりを意識していることがうかがえる。ま

た，《人の輪に入りにくい利用者への関わり方》，《発達が

気になる子の保護者との関わり》など，配慮を要する利

用者への専門的な支援について気がかりを感じていると

いえる。

【職員の支援の質】は，《指導者の人員確保，人手不

足》，《職員の知識，専門知識，他センターの状況把握

の不足》で構成される。《指導者の人員確保，人手不足》

は，事業内容の工夫が必要であることはわかっているが，

人員不足により実行できない現実が記述されていた。《職

員の知識，専門知識，他センターの状況把握の不足》は，

有資格者でないことによる知識の不足を感じているという

記述や，時代の変遷により離乳食や予防接種などの新た

な学習の必要性などの記述があった。

3） 利用者を支援していく上で課題や困難と感じ
ていること
利用者を支援していく上で課題や困難と感じていること

の自由記述において，109名の記述があった。218コー

ドからサブカテゴリー20個が抽出された。20個の各サブ

カテゴリーの特徴と共通性を吟味していく過程において，

自由記述の中に「組織」と「気になる利用者」，「職員自

身」が関連していることに注目した。そして，これらの関

係にもとづき抽象度を高め，8のカテゴリー，4つのコア

カテゴリーを抽出した（表 2）。4つのコアカテゴリーに分

けて述べる。

（1）『組織の意義・運営のあいまいさ』

『組織の意義・運営のあいまいさ』は，【関係機関との

連携】，【施設としての運営の限界】，【子育て支援セン

表 2　利用者を支援していく上で課題や困難と感じていること（自由記述）218コード
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ターの意義・目的のあいまいさ】の 3つのカテゴリーで

構成される。

【関係機関との連携】については，積極的に行ってい

る施設もあるが，未連携の施設も多い。

「一部の子供について職員が発達に不安を感じる場

合があるが，支援センターの立場上，そういった助言

は難しい。そのため，専門的な知識がある方に気軽に

相談できる機会を作っていけたら良いのではと考える。」

この記述のように，子どもの発達が気になる場合や，母

の精神的不安定な場合など，支援方法に困難を感じてい

るという記述があり，《関係専門職，関係機関との連携》

を望んでいる。

【施設としての運営の限界】は，《父親と子どもだけの

利用がしづらいイメージの払拭》，《安全性の確保，他の

子どもへの危害》に困難を感じている。また，《職員の人

員確保》や，《施設としての運営方法の限界・制限》に

ついても記述されている。

「利用する親子が楽しめるイベント等を計画してゆく

ことが課題の一つだと考えるが，講師料の予算がほと

んどないことが困難だと感じている。現場の職員は日々

支援センターの必要性や課題，また支援方法について

話し合うことができるが，経営者側にはその声がなか

なか届かないことが困難だと感じている。」

これらの記述から，人員の確保，設備・備品の確保に

関する困難だけでなく，現場にいる職員と経営者との間

に距離があるという困難さもうかがえる。

【子育て支援センターの意義・目的のあいまいさ】に

ついては，以下の記述がある。

「利用者の母が自分の子どもを保育士と遊ばせたい

気持ちが強く，ほぼ毎日のように来所するが，センター

開催時間中（朝来所し，昼食をとり，センター終了時

間まで），利用して，そのあいだ保育士がその母の子

どもと関わるとなると，母は 1日のうちで，いつ自分の

子どもとゆっくり関わるのか？親子関係をしっかり築か

なければならない時期に，母が関われる環境にあるに

も関わらず，大切な時間をうばうことになっていないか。

保護者の気持ちを大切にし，受けていきたいが，どこ

まで受けていいのか難しいと思う。」

上述のように，子育て支援が親子関係の築きを阻害し

ているのではという思いが研究協力者にあり，《利用者に

合わせたアドバイス，介入方法，関わり方》や，《子ども

をみない親への関わり方》に困難を感じている。また，次

のような記述もある。

「二人体制でやっているので毎日気になっていること

をお互い話し合っているのでほぼわかり合っているが，

方針を同じくしていくことが大切だと思う。しかし，子

どもを迎える段階で，皆，どの子にも同じ態度でやっ

ている私と，両手を広げて「いらっしゃーい！」と何人

かの特定の子にやっているもう一人の先生がいるので

どうしたものかと思いつつ，言えないでいるのが現状

です。」

特定の親子に支援がいき過ぎないよう努力している一

方，特定の親子を意識しすぎている職員という《職員に

よる支援の差》にも困難を感じている。

「子育て支援の定義というか，基本的な部分は同じ

というか 1つ？にもかかわらず対応がそれぞれなので，

理念と現場での意識の持ち方に違いがあると思う。もっ

ともっと向上や努力改善などの必要性がある。」

この記述のように，理念は掲げていても現状はともなっ

ておらず，《子育て支援センターの意義・目的の模索》を

課題としている。このように，研究協力者は【子育て支

援センターの意義・目的のあいまいさ】を感じてはいる

が，利用者が来所することにより，親子で共に楽しむ時

間を過ごし，育児の喜びを感じてほしいという願いがあ

ることがうかがえる。
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（2）『見えない母子へのアプローチ』

【見えない母子へのアプローチ】は《利用していない

人の支援》，《来なくなった人へのフォロー》，《長期的支

援の必要な子どもに対する継続的な支援》から構成され

る。

「支援を要する親と子どもを長い目で見ていきたいと

思っていても支援センターは必ず来なければならない

ところではないので来なくなってしまうことがある。」

上述のように，《長期的支援の必要な子どもに対する継

続的な支援》が課題と感じており，来なくなった親子も

支援の対象であるという意識を持ち，個別的に長期的に

関わろうとしている姿勢が見られる。

（3）『利用者の個々に応じた支援』

『利用者の個々に応じた支援』は，【個々への対応の難

しさ】，【介入しづらい利用者への支援】の 2つのカテゴ

リーで構成される。

相談内容によっては専門性が必要な場合があり，《相

談に対する回答への責任》を感じている。また，次のよ

うな《発達の気になる子どもの親への対応》の困難さを

示す記述もあり，【個々への対応の難しさ】に困難を感じ

ている。

「発達的に課題があると思われる子に対して，専門

機関に相談に行くことをすすめることがむずかしい。母

から相談があれば紹介できるが，信頼関係がつくまで

話出せない。又，母のメンタル的な問題に対しても話

は聞けても専門機関につなげていくことが難しい。」

【介入しづらい利用者への支援】では，《外国人のやり

とり》に対し文化の違いによる困難さがある。また，次の

ような記述もある。

「大人数（親子 10組）で仕出し弁当を持ち込み，禁

止しているお菓子類（ドーナツなど）を広げて仲間だ

けで騒ぐ。他利用者からの苦情があった。」

このように，《マナーを守れない利用者》がいる現状に

課題を感じるという記述もある。

（4）『職員の資質と就労環境』

『職員の資質と就労環境』は，【職員自身の就労環境】，

【職員の技術，知識の不足】の 2つのカテゴリーで構成

される。

「利用者にとって居心地がよく，何でも話せる場を目

指していく中で，相談内容が子どもに関することだけで

なく，多様化してきているのが現状で，受ける側（私

自身）のメンタルが健康で強くなければ相談者と共に

気持ちが落ちていってしまう時があります。」

上述のように，精神面での《職員の健康保護》に課題

があることがうかがえる。また，《職員間の人間関係》に

関する記述もあった。このように，【職員自身の就労環境】

に課題や困難がある。

【職員の技術，知識の不足】にも課題を感じている。最

新の知識や情報，発達に関する知識など，《専門知識の

不足》を感じている。また，単に専門知識のみではなく，

支援者としての資質の向上を課題としている次のような

記述もある。

「保護者の方のマナーやモラルがかなり欠けている

方が多く感じるので，支援する上で，保護者の方の自

信を育てていくような，学びの場が必要であると思う。

しかし，そのまま研修のような形では，今の方たちは

嫌がり，参加されないと思うので，そこが難しいと感じ

る。そこをいかに楽しい雰囲気を作りながらも保護者

の方達の意識向上につながっていくかが課題であると

考えております。」

このように，《親とのコミュニケーション，傾聴，わかり

やすい説明》を意識し，親を育てる支援につなげていこ

うとしている努力がうかがえる。
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4．考　　察

研究協力者は，『組織の意義・運営のあいまいさ』が

支援を行う上での課題・困難であるととらえており，これ

が気になっていることのカテゴリーすべてに関連している

と考えられた。以下，気になっていることの 4つのコアカ

テゴリーを中心に，課題・困難との関係性について考察

する。また，子育て支援センター職員を支える専門職の

役割も合わせて考察する。なお，気になっていること，課

題や困難と感じていることの関係性と専門職の役割を図

4に示す。

1）『実際には見えない母子』への支援について

厚生労働省の地域子育て支援拠点事業実施要綱によ

ると 9），地域子育て支援拠点事業の基本事業は，①子育

て親子の交流の場の提供と交流の促進，②子育て等に関

する相談，援助の実施，③地域の子育て関連情報の提

供，④子育て及び子育て支援に関する講習等の実施（月

1回以上），とし，この 4つをすべて実施することとして

いる。さらに，基本事業に加え，一時預かり事業，乳児

家庭全戸訪問事業または養育支援訪問事業などを実施し

てよいとしている。研究協力者は，『実際には見えない

母子』を気がかりとしており，『見えない母子へのアプ

ローチ』が課題と考えていた。現状では，施設に訪れて

いない親子への支援は困難という記述があったが，各施

設が，訪問事業などを地域子育て支援センター職員の業

務としていくかどうかを検討し，母子を支える他の専門職

者との役割分担を再確認することが必要であると考える。

その役割分担を明確化した上で，地域子育て支援セン

ターの職員とその他の母子保健専門職との連携・協働を

はかることが，地域の子育て家庭に，より有用な支援に

なると考える。児童相談所における児童虐待相談対応件

数は 24年間で約 80倍に増加し 10），A県においても相談

対応件数が年間 1000件を超えている 11）。地域子育て支

援センター職員の『見えない母子へのアプローチ』の主

体的な実践が，その予防的機能を果たすと期待される。

よって，研究協力者が，日々の業務の中で『実際には見

えない母子』を支援の必要な対象と実感していることを，

支援に活かしていくことが必要ではないかと考える。

図 4　「気になっていること」、「課題や困難と感じていること」の関係性と専門職の役割
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2）『目の前の気になる親の姿』について

研究協力者は，『目の前の気になる親の姿』から，『利

用者の個々に応じた支援』が課題と考えていた。利用者

には様々な背景や個別性があることも記述内容から伺え，

職員はその対応に苦慮している。発達が気になる子ども

とその親への関わりは，専門知識やソーシャルワーク力

が必要とされる。親のマナーや利用者間のトラブルで困

難が生じた場合，場をまとめるコーディネート力が求めら

れる。さらに，少ない人員で，ニーズに合った子育て支

援に関する講習やイベントなどを企画する，マネージメ

ント力も必要となるだろう。このように，地域子育て支援

センターの職員が個々に応じた支援を行うためには，あ

らゆる能力が必要とされていることが記述内容から理解

できた。先行研究では，看護系大学教員が，利用者へ

子育て講演会を行ったり，医療や育児の情報提供を行う

ことが親の育児ストレス軽減につながる可能性を示唆し

ており，専門職者による利用者支援が必要であることを

述べている 12）。本研究では，職員にあらゆる能力が求め

られている状況が見えたため，専門職者による職員支援

の必要性が示唆された。職員のスキルアップのために

我々専門職者が連携をとり，それぞれの専門性を活かし

て研修を開催するなど，職員に対して支援ができる体制

を整えることが重要ではないかと考える。

3） 『利用者と職員の認識の違い』と『職員の行
う支援方法』について
研究協力者は，利用者のニーズを最優先しすぎると，

適切な支援，言わば，親育てという視点での支援が欠け

るのではないかという思いを持ち，子育て支援の意義・

目的を模索していた。よって，職員という立場から見た，

支援の目的に関する『利用者と職員の認識の違い』が生

じていた。安川（2010）は，職員に求められることとし

て，「専門性」と「子育ての当事者性」という2つの視

点を挙げている。そして，「専門性が高まれば高まるほど，

当事者を重視した関わりが弱くなることが懸念される。専

門性と当事者性は，両方が必要であると考えられるため，

地域子育て支援拠点では，ある特定の専門職が担うとい

うよりは，多様な専門職や当事者との協働や連携が求め

られていると考える」と述べている 13）。また，地域子育

て支援拠点事業実施要綱によると 9），職員の選定基準は，

「子育て親子の支援に関して意欲のある者であって，子

育ての知識と経験を有する専任の者」とされ，資格保有

の有無は問われていない。近年，利用者は，子育てや

医療などに関する情報を多く有しているため，支援する

側の専門性も求めがちであるが，当事者性こそが心の安

寧を促進する有効な支援となるのではないだろうか。原

口（2005）らは，「育児不安に対する支援を検討する際

に，母親が子どもを産み育てることをどのように意味づけ，

価値づけているかに注目することが重要であり，ひとりの

人間として，女性として生きたいという母親の声に真剣に

耳を傾け，母親の多様な生き方が認められるような体制

作りを進めることが課題である。」と述べている 14）。子育

ての知識と経験を有する当事者性をもった職員は，利用

者の生き方を認め，尊重できる，かけがえのない存在で

あると思われる。職員の当事者性を尊重することは，『利

用者と職員の認識の違い』の改善につながるのではない

だろうか。利用者をピアサポートするような関わりに視点

をおくことは，利用者のニーズに合致し，かつ，親育ち

につながる支援を生み出すのではないかと考える。

5．研究の限界

本調査は，質問紙の自由記述による質的記述的研究と

したため，研究協力者の思いが十分に反映されていない

ことが考えられる。インタビューなどの方法を用い，今後

発展させていく必要がある。

6．結　　論

A県地域子育て支援センター職員の，利用者との関わ

りの中で気になっていること，および，利用者を支援して

いく上で課題や困難と感じていることを調査した。分析の

結果，地域の子育て支援活動における専門職の役割が

示唆された。

1）研究協力者は，『実際には見えない母子』を支援の
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必要な対象としてとらえていた。地域子育て支援セン

ター職員とともに，来所しない親子への支援方法を検

討する必要がある。

2）地域子育て支援センターの職員が，個々に応じた支

援を行うためには，多様な能力が必要とされているこ

とが示唆された。地域子育て支援センター職員のニー

ズに合わせた，職員のスキルアップ研修を開催してい

くことが必要である。

3）専門性を重視した支援を促すことに偏らず，職員の

持つ当事者性を尊重していくことが，利用者への有効

な支援につながると示唆された。
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local parenting support activities by revealing the concerns they have as interacting with parents who use the facilities and the 

FKDOOHQJHV�RU�GLI¿FXOWLHV�WKH\�IDFH�LQ�VXSSRUWLQJ�WKH�SDUHQWV��

The staff of a local childrearing support center in A Prefecture was examined for the study. Self-completion questionnaires 

were sent to 166 staff members of the facility upon their consent, and then were later collected. Those self-completion 

questionnaires were analyzed qualitatively and descriptively. 

The concerns the staff members had through interaction with parents included the “parents’ questionable behaviors they 

confront”, “how the staff members support parents”, “differences in awareness between parents and the staff”, and “those 

mothers-and-children who never visit the facility”��2Q�WKH�RWKHU�KDQG��WKH�FKDOOHQJHV�DQG�GLI¿FXOWLHV�WKH\�IDFHG�LQ�VXSSRUWLQJ�

parents included the “DPELJXLW\�RI�WKH�VLJQL¿FDQFH�DQG�RSHUDWLRQ�RI�WKH�RUJDQL]DWLRQ”, “the individualized support for parents”, 

“quality of the staff members and their working environment”, and “approach to the mothers-and-children who never visit the 

facility”. 

The result suggested that supposedly, the roles of the experts are to continue examining the approaches to supporting parents 

and children who never visit the facility, giving the skill-up training for the staff members as well as valuing them for being a 

central player in the parenting support. 

Abstract
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杉山　泰子　鈴鹿医療科学大学　看護学部　看護学科　助教

学　歴：

　平成 27年　三重県立看護大学大学院　看護学研究科　看護学専攻　修了

職　歴：

　平成 21年　三重大学医学部看護学科

 26年　現職

主な研究内容：

　妊娠先行婚女性の看護

　母乳育児の看護

　母性看護学

　助産学

その他の社会的活動：

　一般社団法人三重県助産師会教育委員長

　みえ母乳の会運営委員

略　歴


